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1 統計データからみた市の現状 

 

（1）人口の推移 

   本市の総人口は、減少傾向にあり、平成 12年での 104,764人に対し、令和 2（2020）

年では９４,０３３人と１０,７３１人の減少となっています。 

   また、年齢階層別人口割合の推移をみると、年少人口（０～１４歳）、生産年齢人口（15～

64 歳）はともに減少しているのに対し、老年人口（６５歳以上）は急速に増加しており、総人

口における６５歳以上の人口が占める割合を示す高齢化率の推計値は、令和２（2020）年

で３０．９％となっています。 
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鹿沼市の男女共同参画に係る現状 

資料 国勢調査（各年１０月１日現在） 

平成１７年までは旧鹿沼市、旧粟野町の合計値 

２    

鹿沼市の人口及び年齢階層別人口の推移 
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（2）家庭類型の推移 

  人口の減少が進む一方で、一般世帯数の総数は増加が続いています。世帯区分別の内訳は

平成１２年以降、単身世帯と核家族世帯が増加し、その他世帯（三世代同居等世帯）は減少して

います。特に、単身世帯は、平成１７年から平成２２年までの５年間で８９８世帯、平成２２年から

平成２７年までの５年間で８１８世帯増加しています。 

 １８歳未満の子どものいるひとり親世帯数の推移をみると、母子世帯数は平成１２年から平

成 17年にかけて１２７世帯（34.４％）増加しましたが、その後は横ばいとなっています。また、

父子世帯数は、７０世帯前後で推移しています。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  いずれの図も 資料 国勢調査（各年１０月１日現在） 

平成１７年までは旧鹿沼市、旧粟野町の合計値 
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（3）女性の就業の状況 

  本市の女性の年齢別就業率は、出産・育児期に落ち込み、再び増加するＭ字カーブを描い

ています。落ち込みの大きい30～39歳の就業率は、平成22（2010）年に比べて平成27

（2015）年で上昇し、Ｍ字カーブは緩やかになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）女性の参画状況 
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（5）外国人住民人口の推移 

   本市の令和２年１２月３１日時点での外国人住民数は、４０の国と地域からの１，４７３     

人で、平成２８年からの５年間で３７５人（34.2％）増加しました。 

   国別人口では、令和２年１２月３１日時点で、アジアと南米の国が上位５位までを占めてい

ます。 

   外国人の女性の人口も増加傾向にあり、令和２年１２月３１日時点で女性は６８８人となっ

ており、５年間で１２６人（22.4％）増加しています。１６歳未満の子どもは６９人と５年間で

は横ばいとなっています。 
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（６）DV等相談件数の推移 

  本市のＤＶに関する相談件数は、年により増減がみられますが、令和元年度は２５件、令和２

年度は３２件となっており増加の傾向がみられます。 

  また、虐待関係の相談件数の推移は年度によりばらつきがあります。 
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出典：鹿沼市 

30 32 33

25

32

79
73

76
80

43

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

DV相談件数 虐待相談件数

（件） 



  第２章 鹿沼市の男女共同参画に係る現状 

12 

 

２ 男女共同参画社会に関する意識調査結果 

 

◆ 調査の概要 

  意識調査 

調査対象 市内在住の満 18歳以上の男女（基準日 7月 1日現在） 

標本数 2,000人 

抽出方法 住民基本台帳からの男女別年齢階層による等間隔無作為抽出 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和 2年 7月 31日（金）～8月 17日（月） 

回収結果 有効回収数 756件 

有効回収率 37.8％ 

 

 

◆ 主な調査結果 

（1）男女平等に関する意識について 

 ① 男女平等について 

  『男性有利（計）』では、「政治の場で」（74.3％）が最も高く、次いで「社会通念・慣習・しき

たりで」（68.0％）が高くなっています。また、『女性有利（計）』では、「家庭生活で」（18.1％）

が最も高く、『平等』では「学校教育の場で」（44.2％）、「家庭生活で」（25.7％）、「法律や制

度の上で」（24.3％）などが高くなっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1%

22.2%

3.6%

16.0%

21.6%

34.1%

14.9%

15.5%

34.9%

39.6%

15.1%

38.0%

46.4%

40.2%

35.6%

53.0%

25.7%

21.3%

44.2%

21.3%

13.9%

11.6%

24.3%

14.4%

13.2%

3.2%

6.1%

3.2%

4.9%

8.1%

8.3%

24.6%

17.9%

12.4%

10.2%

16.7%

10.2%

2.1%

3.7%

5.7%

3.4%

3.0%

3.2%

3.4%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）家庭生活で

（２）職場で

（３）学校教育の場で

（４）町内会や自治会等の地域社会で

（５）社会通念・習慣・しきたりなどで
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女性の方が有利である わからない

無回答
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〔家庭生活〕 

  「男性の方が有利である（どちらかといえば男性の方が有利であるを含む）」の割合が

46.0％、「平等になっている」の割合が 25.7％、「女性の方が有利である（どちらかといえ

ば女性の方が有利であるを含む）」の割合が 18.1％となっています。国調査と比較すると、

「男性の方が有利である（どちらかといえば有利であるを含む）」が1.1ポイント高く、「男女平

等になっている」が 19.8ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔社会通念や慣習、しきたりで〕 

 「男性の方が有利である（どちらかといえば男性の方が有利であるを含む）」の割合が

68.0％、「平等になっている」の割合が 13.9％、「女性の方が有利である（どちらかといえば

女性の方が有利であるを含む）」の割合が 2.7％となっています。国調査と比較すると、「平等 

になっている」が 8.7ポイント低くなっています。 
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〔政治の場で〕 

 「男性の方が有利である（どちらかといえば男性の方が有利であるを含む）」の割合が

74.3％、「平等になっている」の割合が 11.6％、「女性の方が有利である（どちらかといえば

女性の方が有利であるを含む）」の割合が 0.7％となっています。 

国調査と比較すると、「平等になっている」が２.8ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     資料：国調査 内閣府男女共同参画社会に関する世論調査（令和元年９月） 
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男性の方が有利である              どちらかと言えば男性の方が有利である 

平等になっている                   どちらかと言えば女性の方が有利である 

女性の方が有利である              わからない 

無回答 
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（2）家庭生活等について 

 ① 家庭での役割分担について 

 「主に夫」「どちらかといえば夫」を合わせた項目『夫（計）』で最も多いのは、「主な収入を得

る」（70.8％）となっています。「夫婦同じ程度」では「子どものしつけや勉強」（44.4％）が高

く、「主に妻」「どちらかといえば妻」を合わせた項目『妻（計）』では「食事のしたく」（76.5％）、

「洗濯」（72.5％）が 7 割を超えています。また、「家族」では「親や身内の介護」（10.2％）が

高くなっています。 
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主に夫 どちらかといえば夫 夫婦同じ程度
どちらかといえば妻 主に妻 家族
その他 無回答
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 ② 固定的性別役割分担意識について 

  「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」の問いに「そう思う（どちらかといえばそう思

うを含む）」の割合が 13.5％、「そう思わない（どちらかといえばそう思わないを含む）」の割

合が 80.7％となっています。 

 国調査と比較すると、「そう思う（どちらかといえばそう思うを含む）」の割合が21.5ポイン

ト低く、「そう思わない（どちらかといえばそう思わないを含む）」の割合が20.9ポイント高く

なっています。 
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（3）男女の働き方や女性の社会進出について 

 ① 女性が職業を持つことについて 

   「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」の割合が 30.7％と最も高く、次いで

「結婚後や出産後の仕事は続けるが、パートタイムなど負担を軽くする方がよい」が 22.6％、

「女性は職業をもつことにこだわらなくてもよい」が 19.6％となっています。 

 前回調査と比べると、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が 7.7 ポイント

増加し、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」が7.5ポ

イント減少しています。 
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子どもができるまでは、職業をもつ方がよい

子どもができてもずっと職業を続けるのがよい

子どもができたら、職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつのがよい。

結婚後や出産後も仕事は続けるが、パートタイムにきりかえるなど、負担を軽くする方がよい

その他

無回答
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 ② 働く場において女性の活躍を推進するために必要な支援について 

  「女性の採用・昇進等について、公正・公平な評価」が６６．０％と最も高く、次いで「職業能力

の開発・向上の機会を男女同等に与えること」が４８．９％、「職場における女性の活躍の必要

性についての理解促進」が３９．８％となっています。 
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26.3

42.5

11.7

20.5

51.1

12.9

70.4

5.8

5.2

27.7

36.0

12.6

27.7

46.2

14.2

60.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

その他

男女共同参画に積極的に取り組む事業所への支援

職場における女性の活躍の必要性についての理解促進

女性の目標・手本となる人物（ロールモデル）や

活躍事例の提供、育成

女性の意欲・やる気（モチベーション）や

職業意識を高めるための研修

職業能力の開発・向上の機会を男女同等に与えること

女性の採用について具体的な目標値の設定

女性の採用・昇進等について、公正・公平な評価

男性 女性 全体 （％） 
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（4）ワーク・ライフ・バランスについて 

 ① 「仕事」「家庭生活」等の優先度について 

生活において「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」のどれを優先するかをみると、希

望としては「仕事」と「家庭生活」をともに優先させたいと望む方が最も多い状況ですが、現

実は「仕事」を優先している方が最も多い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.6%

17.3%

2.0%

35.2%

5.3%

7.3%

21.7%

3.7%

2.9%

32.8%

22.8%

2.0%

22.0%

4.0%

3.8%

4.6%

5.7%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40%

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

わからない

無回答

希望(n=756）

現実(n=756）
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 ② 仕事と家庭を両立していくために必要な条件について 

  「女性が働くことや男性が家事育児を行うことに対し、周囲の理解と協力があること」が

51.2％で最も高く、次いで「代替要因の確保など、育児休業・介護休業制度を利用できる職

場環境をつくること」が 47.0％、「育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的給与を充実

すること」が４６．７％となっています。 

  前回調査と比較すると、「代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を利用できる職場

環境をつくること」、「地域の保育施設や保育時間の延長など保育内容を充実すること」がと

もに 10ポイント以上低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.1%

47.0%

35.7%

46.7%

34.1%

46.2%

51.2%

32.3%

2.1%

5.3%

2.4%

40.1%

57.6%

45.0%

44.1%

48.9%

45.1%

56.2%

32.9%

1.9%

2.6%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

給与等の男女間格差をなくすこと

代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を利用

できる職場環境をつくること

育児や介護のために退職した職員をもとの会社で再雇用

する制度を導入すること

育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的給与を

充実すること

地域の保育施設や保育時間の延長など保育内容を充実す

ること

在宅勤務やフレックスタイム制度、短時間勤務制度な

ど、柔軟な勤務制度を導入すること

女性が働くことや男性が家事育児を行うことに対し、周

囲の理解と協力があること

男性が家事や育児を行う能力・機会を高めること

その他

わからない

無回答 令和2年度(n=756）

平成27年度(n=696）
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（5）配偶者や女性に対する暴力について 

 ① 配偶者等から暴力を受けたことの相談について 

  「友人・知人に相談した」が 30.5％と最も高く、次いで「家族や親戚に相談した」が 28.6％

となっています。一方、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が 42.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9%

1.3%

3.9%

5.2%

0.0%

0.0%

1.9%

0.6%

1.3%

28.6%

30.5%

1.9%

42.9%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

県婦人相談所、パルティ（とちぎ

男女共同参画センター）に相談した

県民センターや県健康福祉センターなど

上記以外の県の相談窓口に相談した

市町村の相談窓口に相談した

警察に連絡・相談した

法務局、法テラス、人権擁護委員に相談した

上記（１～５）以外の公的な機関に相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カウンセラー・

カウンセリング機関、民間シェルターなど）に相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

学校関係者（教員、養護教員、

スクールカウンセラーなど）に相談した

家族や親戚に相談した

友人・知人に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答
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 ② 相談しなかった理由 

 「相談するほどのことではないと思ったから」が 54.5％と最も高く、次いで、「自分にも悪

いところがあると思ったから」31.8％、「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやってい

けると思ったから」が 30.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.1%

21.2%

22.7%

3.0%

0.0%

3.0%

30.3%

12.1%

12.1%

3.0%

3.0%

31.8%

4.5%

54.5%

3.0%

3.0%

0% 20% 40% 60%

どこに相談してよいのかわからなかったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思ったから

加害者に「だれにも言うな」とおどされたから

相談相手の言動によって不快な

思いをさせられると思ったから

自分さえがまんすれば、なんとか

このままやっていけると思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られると、これまで通りの

つき合いができなくなると思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

その他

無回答
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（6）男女共同参画社会実現のため市が力を入れるべきこと 

  「とても重要」、「重要」を合わせた項目『重要（計）』は、「子どもや介護を要する人などをあ

ずかってくれる施設を充実する」が 86.5％と最も高く、次いで「学校教育や生涯学習・社会

教育の場で男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実する」が 82.0％、「職場

における男女の平等な扱いについて周知徹底を行う」が 79.0％となっています。一方、「あ

まり重要でない」、「まったく重要でない」を合わせた項目『重要でない（計）』は、「自主的に活

動するボランティアやＮＰＯなどの団体を支援する」が 22.9％と最も高く、次いで、「広報紙

やパンフレットなどで、男女共同参画社会について啓発する」が 22.３％となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

16.9%

18.8%

13.9%

27.6%

23.8%

24.5%

31.0%

45.9%

51.5%

56.3%

53.6%

54.4%

53.2%

52.2%

48.0%

40.6%

17.7%

13.4%

20.0%

7.7%

12.2%

12.0%

10.2%

4.0%

4.6%

2.6%

2.9%

1.5%

1.5%

2.1%

2.0%

1.1%

9.3%

8.9%

9.7%

8.9%

9.4%

9.1%

8.9%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（１）広報誌やパンフレットなどで、男女共同参画

社会について啓発する

（２）各種団体などの女性のリーダーを養成する

（３）自主的に活動するボランティアや

ＮＰＯなどの団体を支援する

（４）学校教育や生涯学習・社会教育の場で男女の

平等と相互の理解や協力についての学習を充実する

（５）男女の生き方に関する情報提供、相談、

教育などの場を充実する

（６）女性を政策方針決定の場に積極的に登用する

（７）職場における男女の平等な扱いについて

周知徹底を行う

（８）子どもや介護を要する人などを

あずかってくれる施設を充実する

とても重要 重要 あまり重要でない まったく重要でない 無回答
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３ 男女共同参画プラン２０１７（平成２９年度～令和３年度）の進捗状況 

 

基本目標 指     標 
計画策定時 

（平成 27年度） 

現状値 

（令和 2年度） 

目標値 

（令和 3年度） 

Ⅰ 

１ （１） 人権侵害されていないと感じる割合 70.1％ 74.3％ ７０％以上 

２ （１） セクハラ発生件数 セクハラ・ゼロ 相 談 件 数 0 件 セクハラ・ゼロ 

３ 

（１） 家庭教育学級の開催 ２４６回 １０３回 250回 

（１） 父親講座の開催 1回 実施なし １回 

（１） 子育てゼミナールの開催 ３回 中止 ３回 

（１） 子育て交流のつどいの開催 １回 中止 1回 

（１） 民間団体を活用したカウンセリングの開催 ６回 ５回 7回 

（２） 人権教育指導者専門講座の参加者数 96.2％ 71％ ７０％以上 

（３） 人権に関する講座の開催 １回 実施なし １回 

４ （１） 
国際交流事業年間支援回数 ５回 １回 ３回以上 

海外友好都市からの訪問団受入ホストファミリー満足度 実施なし 実施なし 80％ 

Ⅱ 

１ （１） 審議会・委員会等における女性委員の割合 ２２．６％ 21.4％ 30％以上 

２ 
（２） 環境学習リーダーの派遣人数 ― ９人 17人 

（３） 女性の認定農業者数 17人 32人 20人 

Ⅲ 

１ （１） 家族経営協定締結数 179組 192組 195組 

２ （２） 

地域子育て支援センター委託箇所数 4か所 4か所 4か所 

一時保育実施施設数 23か所 18か所 21か所 

休日保育実施施設数 １か所 １か所 １か所 

病児・病後児保育実施施設数 ２か所 ２か所 ３か所 

夜間保育実施施設数 １か所 ０か所 １か所 

放課後児童クラブ委託箇所数 33か所 40か所 40か所 

Ⅳ ３ 

（２） 

ふれあいスポーツ大会参加者数 294人 中止 320人 

高齢者フェスティバル参加者数 1,090人 中止 1,00０人 

介護予防普及事業 5,322人 175人 4,00０人 

（３） ひとり親家庭優待事業参加者数 89人 中止 90人 

（４） 高齢者権利擁護・虐待防止研修会年間開催回数 1回 中止 ２回 

（５） 

「広報かぬま」の外国語翻訳・配布事業 12回 １２回 １２回 

かぬま多文化共生プラン目標達成率 96.3％ 100％ 90％ 

日本語教室開催回数 毎月８回 年間３７回 毎月８回 

日本語指導ボランティア等養成講座年間開催回数 １回 １回 １回 

 


